
阿賀野市規則第４号  

   地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係規則の整備に関

する規則  

（阿賀野市職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部改正）  

第１条 阿賀野市職員の勤務時間、休暇等に関する規則（平成１６年阿賀野市

規則第３６号）の一部を次のように改正する。  

  第８条第１項第１号中「第２８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を

占める職員」を「第２２条の４第１項又は第２２条の５第１項の規定により

採用された職員」に、「再任用短時間勤務職員等」を「定年前再任用短時間

勤務職員」に改め、同項第２号中「再任用短時間勤務職員等」を「定年前再

任用短時間勤務職員」に改め、同条第２項中「第２８条の５第１項」を「第

２２条の４第１項又は第２２条の５第１項」に改め、同条第３項第１号中「再

任用短時間勤務職員等」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改め、同項第

２号中「再任用職員（地方公務員法第２８条の４第１項、第２８条の５第１

項又は第２８条の６第１項若しくは第２項の規定により採用された職員を

いう。以下同じ。）」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改め、同条第６項

中「その日数」を「当該日数」に改め、同項第２号中「再任用職員」を「定

年前再任用短時間勤務職員」に改める。  

  第８条の２中「次の各号に掲げる率」を「当該各号に定める率」に改め、

同条第１号及び第２号中「再任用短時間勤務職員等」を「定年前再任用短時

間勤務職員」に改める。  

  第９条第２項第２号中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間

勤務職員」に改める。  

  第１１条第１項第１９号中「再任用短時間勤務職員等」を「定年前再任用

短時間勤務職員」に改める。  

（阿賀野市職員の退職管理に関する規則の一部改正）  

第２条 阿賀野市職員の退職管理に関する規則（平成２８年阿賀野市規則第３

２号）の一部を次のように改正する。  

  第１条中「平成２８年」の次に「阿賀野市」を加える。  

  第１３条第１号中「平成１６年」の次に「阿賀野市」を加える。  

  第２２条第２号中「第２８条の４第１項又は第２８条の５第１項」を「第

２２条の４第１項」に改める。  

（阿賀野市技能労務職員の給与等に関する規則の一部改正）  

第３条 阿賀野市技能労務職員の給与等に関する規則（平成１６年阿賀野市規



則第４１号）の一部を次のように改正する。  

  第１条中「平成１６年」の次に「阿賀野市」を加える。  

  第４条第２項を削る。  

第５条を次のように改める。  

第５条 地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２２条の４第１項又

は第２２条の５第１項の規定により採用された職員（以下「定年前再任用

短時間勤務職員」という。）の給料月額は、当該定年前再任用短時間勤務

職員に適用される給料表の定年前再任用短時間勤務職員の欄に掲げる基

準給料月額のうち、前条の規定により当該定年前再任用短時間勤務職員の

属する職務の級に応じた額に、阿賀野市職員の勤務時間、休暇等に関する

条例（平成１６年阿賀野市条例第３８号）第２条第３項の規定により定め

られた当該定年前再任用短時間勤務職員の勤務時間を同条第１項に規定

する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする。  

第８条中「再任用職員及び再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時

間勤務職員」に改める。  

別表第１再任用職員以外の職員の項中「再任用職員」を「定年前再任用短

時間勤務職員」に改め、同表再任用職員の項を次のように改める。  

定年前再任用短

時間勤務職員 

 基準給料月

額 

基準給料月

額 

基準給料月

額 

基準給料月

額 

基準給料月

額 

円 円 円 円 円 

193,600 204,700 223,200 244,000 274,700 

附則を附則第１項とし、同項に見出しとして「（施行期日）」を付し、附則

に次の見出し及び２項を加える。  

（定年の引上げに伴う給与に関する特例措置）  

２ 当分の間、職員の給料月額は、当該職員が６０歳に達した日後における

最初の４月１日以後、当該職員に適用される給料表の給料月額のうち、当

該職員の属する職務の級及び当該職員の受ける号給に応じた額に１００

分の７０を乗じて得た額（当該額に、５０円未満の端数を生じたときはこ

れを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数を生じたときはこれを１０

０円に切り上げるものとする。）とする。  

３ 前項に規定するもののほか、阿賀野市職員の定年等に関する条例の一部

を改正する条例（令和４年阿賀野市条例第１７号）による改正前の阿賀野

市職員の定年等に関する条例（平成１６年阿賀野市条例第３３号）第３条

の規定に基づく定年の引上げに伴う給与に関する特例措置については、一



般職員給与条例の適用を受ける者の例による。  

（阿賀野市職員の通勤手当の支給に関する規則の一部改正）  

第４条 阿賀野市職員の通勤手当の支給に関する規則（平成１６年阿賀野市規

則第４６号）の一部を次のように改正する。  

  第１条及び第７条中「平成１６年」の次に「阿賀野市」を加える。  

  第８条の２の見出し中「再任用短時間勤務職員等」を「定年前再任用短時

間勤務職員等」に改め、同条中「平成１６年」の次に「阿賀野市」を加える。  

  第１４条の２第３項中「平成１６年」の次に「阿賀野市」を加える。  

  第１５条の３第２項第１号中「第２８条の２第１項」を「第２８条の６第

１項」に改める。  

（阿賀野市職員の単身赴任手当に関する規則の一部改正）  

第５条 阿賀野市職員の単身赴任手当に関する規則（平成１６年阿賀野市規則

第４７号）の一部を次のように改正する。  

  第１条中「平成１６年」の次に「阿賀野市」を加える。  

  第５条第１号中「第２８条の４第１項又は第２８条の５第１項」を「第２

２条の４第１項又は第２２条の５第１項」に改め、「２８条の２第１項」及

び「（法第２８条の３の規定により勤務した後退職した日及び当該採用に係

る任期が満了した日を含む。）」を削る。  

（阿賀野市職員の期末手当及び勤勉手当に関する規則の一部改正）  

第６条 阿賀野市職員の期末手当及び勤勉手当に関する規則（平成１６年阿賀

野市規則第５２号）の一部を次のように改正する。  

  第１条及び第２条第５号中「平成１６年」の次に「阿賀野市」を加える。 

  第３条第２号中「第２８条の４第１項若しくは第２８条の５第１項又は第

２８条の６第１項若しくは第２項により採用された職員（以下「再任用職員」

という。）で同項に規定する短時間勤務の職を占めるもの」を「第２２条の

４第１項又は第２２条の５第１項の規定により採用された職員」に、「再任

用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改め、同条第３号

中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改める。 

  第５条及び第７条第１項中「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短

時間勤務職員」に改める。  

  第１４条及び第１４条の２中「再任用職員」を「定年前再任用短時間勤務

職員」に改める。  

附 則  

（施行期日）  



第１条 この規則は、令和５年４月１日から施行する。  

 （定義）  

第２条 この附則において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各

号に定めるところによる。  

(１) 令和３年改正法 地方公務員法の一部を改正する法律（令和３年法律

第６３号）をいう。  

(２) 暫定再任用職員 令和３年改正法附則第４条第１項若しくは第２項

（これらの規定を令和３年改正法附則第９条第３項の規定により読み

替えて適用する場合を含む。）、第５条第１項若しくは第３項、第６条第

１項若しくは第２項（これらの規定を令和３年改正法附則第９条第３項

の規定により読み替えて適用する場合を含む。）又は第７条第１項若し

くは第３項の規定により採用された職員をいう。  

(３) 暫定再任用短時間勤務職員 令和３年改正法附則第６条第１項若し

くは第２項（これらの規定を令和３年改正法附則第９条第３項の規定に

より読み替えて適用する場合を含む。）又は第７条第１項若しくは第３

項の規定により採用された職員をいう。  

(４) 定年前再任用短時間勤務職員 地方公務員法（昭和２５年法律第２６

１号）第２２条の４第１項又は第２２条の５第１項の規定により採用さ

れた職員をいう。  

（阿賀野市職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部改正に伴う経過措

置）  

第３条 暫定再任用職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、第１条

の規定による改正後の阿賀野市職員の勤務時間、休暇等に関する規則第８条

第３項（第２号に係る部分に限る。）及び第６項の規定を適用する。  

２ 暫定再任用短時間勤務職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、

第１条の規定による改正後の阿賀野市職員の勤務時間、休暇等に関する規

則第８条第１項及び第３項（第１号に係る部分に限る。）、第８条の２、第

９条第２項並びに第１１条の規定を適用する。  

 （阿賀野市職員の退職管理に関する規則の一部改正に伴う経過措置）  

第４条 暫定再任用職員（令和３年改正法附則第５条第１項若しくは第３項又

は第７条第１項若しくは第３項の規定により採用された職員を除く。）は、

定年前再任用短時間勤務職員（地方公務員法第２２条の５第１項の規定によ

り採用された職員を除く。）とみなして、第２条の規定による改正後の阿賀

野市職員の退職管理に関する規則第２２条第２号の規定を適用する。この場



合において、同号中「法第２２条の４第１項」とあるのは、「地方公務員法

の一部を改正する法律（令和３年法律第６３号）附則第４条第１項若しくは

第２項又は第６条第１項若しくは第２項」とする。  

２ この規則の施行前に、令和３年改正法による改正前の地方公務員法第２８

条の４第１項又は第２８条の５第１項の規定により職員として採用された

場合における第２条の規定による改正後の阿賀野市職員の退職管理に関す

る規則第２２条の規定の適用については、なお従前の例による。  

 （阿賀野市技能労務職員の給与等に関する規則の一部改正に伴う経過措置） 

第５条 暫定再任用職員の給料月額は、当該暫定再任用職員が定年前再任用短

時間勤務職員であるものとした場合に適用される阿賀野市技能労務職員の

給与等に関する規則第３条第１項に規定する給料表の定年前再任用短時間

勤務職員の項に掲げる基準給料月額のうち、同規則第４条の規定により当該

暫定再任用職員の属する職務の級に応じた額とする。  

２ 地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第１１０号）第１０

条第１項に規定する育児短時間勤務をしている暫定再任用職員に対する前

項の規定の適用については、同項中「とする」とあるのは、「に、阿賀野市

職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成１６年阿賀野市条例第３８号）

第２条第２項の規定により定められた当該暫定再任用職員の勤務時間を同

条第１項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする」とする。 

３ 暫定再任用短時間勤務職員の給料月額は、当該暫定再任用短時間勤務職員

が定年前再任用短時間勤務職員であるものとした場合に適用される阿賀野

市技能労務職員の給与等に関する規則第３条第１項に規定する給料表の定

年前再任用短時間勤務職員の項に掲げる基準給料月額のうち、同規則第４条

の規定により当該暫定再任用短時間勤務職員の属する職務の級に応じた額

に、阿賀野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例第２条第３項の規定によ

り定められた当該暫定再任用短時間勤務職員の勤務時間を同条第１項に規

定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする。  

（阿賀野市職員の単身赴任手当に関する規則の一部改正に伴う経過措置）  

第６条 次に掲げる事由の発生に伴い、住居を移転し、阿賀野市職員の単身赴

任手当に関する規則第２条に規定するやむを得ない事情により、同居してい

た配偶者と別居することとなった職員であって、当該事由の発生の直前の住

居から当該事由の発生の直後に在勤する公署に通勤することが同規則第３

条に規定する基準に照らして困難であると認められるもののうち、単身で生

活することを常況とするものとなった暫定再任用職員は、阿賀野市一般職の



職員の給与に関する条例（平成１６年阿賀野市条例第４７号）第１０条の２

第３項の同条第１項の規定による単身赴任手当を支給される職員との権衡

上必要があると認められるものとして規則で定める職員とする。  

(１) 令和３年改正法附則第４条第１項（令和３年改正法附則第９条第３項

の規定により読み替えて適用する場合を含む。以下同じ。）、第５条第１

項、第６条第１項（令和３年改正法附則第９条第３項の規定により読み

替えて適用する場合を含む。以下同じ。）又は第７条第１項の規定によ

る採用（令和３年改正法による改正前の地方公務員法（以下「令和５年

旧法」という。）第２８条の２第１項の規定により退職した日（令和５

年旧法第２８条の３又は令和３年改正法附則第３条第５項若しくは第

６項の規定により勤務した後退職した日及び令和５年旧法第２８条の

４第１項、第２８条の５第１項若しくは第２８条の６第１項若しくは第

２項又は令和３年改正法附則第４条第１項、第５条第１項、第６条第１

項若しくは第７条第１項の規定による採用に係る任期が満了した日を

含む。）の翌日におけるものに限る。）をされたこと。  

(２) 令和３年改正法附則第４条第２項（令和３年改正法附則第９条第３項

の規定により読み替えて適用する場合を含む。以下同じ。）、第５条第３

項、第６条第２項（令和３年改正法附則第９条第３項の規定により読み

替えて適用する場合を含む。以下同じ。）又は第７条第３項の規定によ

る採用（地方公務員法第２８条の６第１項の規定により退職した日（同

法第２８条の７第１項又は第２項の規定により勤務した後退職した日

及び同法第２２条の４第１項若しくは第２２条の５第１項又は令和３

年改正法附則第４条第２項、第５条第３項、第６条第２項若しくは第７

条第３項の規定による採用に係る任期が満了した日を含む。）の翌日に

おけるものに限る。）をされたこと。  

第７条 この規則の施行の日前に、第５条の規定による改正前の阿賀野市職員

の単身赴任手当に関する規則第５条第１号に該当する採用をされた職員に

ついては、同号の規定は、この規則の施行後も、なおその効力を有する。  

（阿賀野市職員の期末手当及び勤勉手当に関する規則の一部改正に伴う経

過措置）  

第８条 暫定再任用短時間勤務職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなし

て、第６条の規定による改正後の阿賀野市職員の期末手当及び勤勉手当に関

する規則第３条、第５条及び第７条第１項の規定を適用する。  

２ 暫定再任用職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、第６条の規



定による改正後の阿賀野市職員の期末手当及び勤勉手当に関する規則第１

４条及び第１４条の２の規定を適用する。  

 


